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～小坂・鉄道まつり2013～

　10月14日の鉄道の日に合わせ、「小坂・鉄道まつり2013」が旧小坂鉄道小坂駅構
内で13日から２日間開催されました。
　全国から63通の応募があった名称は『小坂鉄道レールパーク』に決定、レールバ
イクや機関車庫見学ツアー、鉄道模型展示のほか、全国でも珍しいディーゼル機
関車の運転体験等が行われ、町内外からの来場者を楽しませていました。

「小坂鉄道レールパーク」がプレオープン！
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建設課建設班 TEL29－3910問い合わせ先

　小坂から大館を結ぶ道路が開通し、大館の往復交通が便利になるほか、地域経済の活性化、緊急時の
救急搬送路、広域周遊観光ルートの形成が期待されます。
　開通を記念してイベント・式典を行いますので、皆様の参加をお待ちしています。

□開催イベント
　会場：大館防災ステーション（釈迦内パーキング）　10：00～
　　・ウォーキング（２km区間）　・特殊車両試乗体験（働く車、除雪車等）　
　　・震災パネル展示　　・観光企業ブース
　　・桃豚汁、味噌つけたんぽの振る舞い、記念品の配布（いずれも数に限りがあります。） 
　   ・よさこい演舞（小坂高校生）　　・和太鼓とお遊戯（幼稚園）　　・吹奏楽演奏（中学生）

□記念式典
　会場：大館防災ステーション（釈迦内パーキング）　11：10～
　　・ビデオレター上映　　・吹奏楽演奏　　・式典
　　・テープカット、くす玉開披　　・バルーンリリース

□車両パレード
　経路：大館北ＩＣ→小坂ＪＣＴ　12：20～12：40
　　・関係車両、トラック、特殊車両等のパレード

□一般開放（区間：大館北ＩＣ～小坂ＪＣＴ：開放時間15：30予定）
　　・一般車両の通行が可能になります。

開通区間

式典会場

式典会場
（大館防災ステーション）

コンビニ
ガソリン
スタンド

※天候により時間、内容に変更が生じることがあります。
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　小坂町で初めて行われたこのクリスマスは、この年の３月に「キリシタン放還令」によってクリス
マスが解禁された直後のことでした。つまり、小坂は“近代クリスマス発祥の地”であるといえます。
　町では、このことを町民の誇りとするとともに、その先進性を情報発信することを目的に『クリ
スマスマーケット　in　小坂』を開催します。
　クリスマスマーケットはネットーの故国ドイツで伝統的に行われているイベントで、小坂の冬の
風物詩として大人から子どもまで楽しめる町民手づくりのイベントにしたいと考えています。
　どうぞお気軽にご参加ください。

　クリスマスマーケットの期間中、天使館でのクリスマスライブに参加する団体、マーケット
に出店する団体を募集します。参加したい方はお気軽にご連絡ください。
［申込・お問い合わせ先］　11月18日（月）までに役場観光商工班（TEL29－3908）へ

　手作りのクリスマスキャンドル＆リースで会場を盛り上げてみませんか？
セパームを会場に下記の教室を開催します。参加をご希望の方は、11月15日（金）まで役場観光
商工班へお申し込みください。
クリスマスリース作り教室（全２回）
　●期日　第１弾：11月20日（水）リースの輪作り、11月27日（水）飾り付け
　　　　　第２弾：12月４日（水）リースの輪作り、12月11日（水）飾り付け
　●時間　午後１時～午後４時頃まで、全２回の教室でリースを完成させます。
　　　　　講師：杉原ケイ子さん　　参加費：無料　　持参：軍手、剪定ばさみ
クリスマスキャンドル作り教室
　●期日　第１弾：11月27日（水）　　第２弾：12月４日（水）
　●時間　午後１時～午後２時頃まで
　　　　　講師：黒沢信廣さん　　参加費：無料　　持参：小さい空きビン

11月30日（土）、12月７日（土）、14日（土）、21日（土）、24日（火）
ドイツにならい週ごとにクリスマスリースに灯りを点けていきます

各日　午後５時～午後８時　　11月30日は午後５時から点灯式を行います
［クリスマスマーケット開催］
　　　イルミネーションで装飾した屋外テントで、ソーセージやクッキー、グ
リューワイン（ホットワイン）、ドイツビール等の飲食物や、クリスマスリ
ースやツリーに飾る木工芸品等のクリスマスグッズ販売

［クリスマスライトアップ］
　　①小坂鉱山事務所、天使館、康楽館をライトアップします。
　　②小坂鉱山事務所門鑑詰所、周辺樹木にイルミネーションを設置します。
　　③周辺の歩道にクリスマスキャンドルを設置します。
　　※ご家庭で使わなくなったイルミネーションがあれば、天使館周辺への飾

り付けとして活用させていただきますので、ぜひご提供ください。
［クリスマスソングライブ］
　　　開催日ごとに天使館を会場にライブを開催します。
［クルト・ネットー特別展示］
　　　天使館旧園長室でネットーの絵の展示や解説をし、小坂が近代クリスマ
ス発祥の地であることを紹介します。

クリスマスソングライブ　参加団体・出店者募集

クリスマスキャンドル＆リース作り講習会

期　間

時　間
内　容
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大館税務署　法人課税部門（源泉所得税担当）TEL0186－42－0671（代表）お問い合わせ先

　今年も年末調整の時期が近づいてまいりました。大館税務署では、官公庁・法人
及び個人（白色事業者）の源泉徴収義務者を対象に、次のとおり、年末調整関係事務
の説明会を開催いたします。

参加者数、現地事情等により予定が変更される場合がありますので、ＫＩＳホーム
ページ（http://kosakainternationalsociety.wordpress.com/）をご覧いただ
くか、ＫＩＳ事務局（小坂鉱山事務所内TEL29－3908）にお問い合わせください。

■日　　　時　　平成26年３月21日㈮～28日㈮
■行　き　先　　アメリカ合衆国　テキサス州ダラス市
■参　加　費　　町内者　　13～18万円
　　　　　　　　町外者　　18～23万円
■定　　　員　　７名
■事前説明会　　11月16日㈯　午後６時から（会場：セパーム）
■申 込 締 切　　11月27日㈬　午後５時まで

国際交流員とともに
中高生を引率してく
れる方１名も募集し
ています。（20歳以上）

人　
　
　

事

●
町
長
部
局

〈
課
長
級
〉

　

町
民
課
課
長
兼
生
活
環
境
班
班
長

　
　

細
越　

浩
美

　
　
（
町
民
課
課
長
補
佐
兼
生
活
環
境
班
班
長
）

　

和
田　

昌
剛（
町
民
課
長
）

︻
小
坂
町
人
事
異
動
︼

10
月
31
日
付
退
職 小坂町副町長（₁₁月１日付）

和田　昌剛
（昭和₃0年１月６日生）

副
町
長
に
和わ

田だ

昌し
ょ
う

剛ご
う

氏

就
任
の
ご
挨
拶

「
小
坂
町
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
人

口
減
少
対
策
、
若
者
の
定
住
促
進

に
取
り
組
み
、
夢
と
希
望
の
あ
る

町
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。」
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　　　　　身体的虐待
○殴る
○蹴る
○投げ落とす
○激しく揺さぶる
○やけどを負わせる　など

　社会全体で、子ども・子育てを支援する新しい支え合いの仕組みをつくることを目的に、平成24年８月に
成立した「子ども・子育て関連３法」に基づく新しい制度で、平成27年４月からの本格施行を予定しています。

　小坂町では、新制度の本格実施に向けて、「子ども・子育て支援事業計画（仮称）」を策定します。
　計画の策定にあたっては、今回の調査結果によりニーズの量を把握した上で、事業・施策の量や質などを
決めていきます。

［対象者と調査方法］
◎就学前児童（０～５歳のお子さん）がいるご家庭
　七滝保育所及び小坂マリア園を通じて、調査票を配布（回収）します。
　上記以外のご家庭については、郵送します。
◎小学生（１～６年生の児童）がいるご家庭
　小坂小学校を通じて、調査票を配布（回収）します。

［実施時期］　平成25年11月中旬（予定）

［お問い合わせ先］　　町民福祉班　℡29－２４００

　子どもの虐待は、経済的困難などそれぞれの家庭が抱える問題に加え、地域での孤立がその背景にあり
ます。虐待を防止するためには、まず地域ぐるみで子育て家族を温かく見守ることや、さりげなく声かけ
をするなどの行動が大切です。
　そして、虐待のサインに気づいたときは、すぐに小坂町児童相談窓口（保健センター）や北児童相談所（秋
田県）などに連絡してください。

虐待かも!?と思ったら迷わずに連絡してください
　　　　　児童相談所全国共通ダイヤル（☎0570－064－000）
小坂町保健センター（☎29－2400）　北児童相談所（☎0186－52－3956）

　ネグレクト（養育の放棄・怠慢）
○家に閉じ込める
○食事を与えない
○ひどく不潔にする
○自動車の中に放置する
○重い病気になっても病院に連れて行かない　など

　　　　　性的虐待
○子どもへの性的行為
○性的行為を見せる
○ポルノグラフィの被写体にする　など

　　　　　　心理的虐待
○言葉による脅し
○無視
○きょうだい間での差別的扱い　など



生涯学習だより小坂公民館上向分館・十和田分館
事務局　交流センター「セパーム」内(☎29−2069）
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10
月
５
日
、
小
坂
町
駅
伝
競
走
大

会
が
記
念
陸
上
競
技
場
を
ス
タ
ー

ト
・
ゴ
ー
ル
と
す
る
周
回
コ
ー
ス
で

開
催
さ
れ
、
39
チ
ー
ム
が
参
加
、
秋

晴
れ
の
空
の
下
、
各
選
手
と
も
チ
ー

ム
の
た
め
最
後
ま
で
懸
命
に
タ
ス
キ

を
繋
ぎ
、
沿
道
か
ら
た
く
さ
ん
の
声

援
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
後
に
は
恒
例
と
な
っ
た
町

内
業
者
か
ら
の
協
賛
、
調
理
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
に
よ
る
桃
豚
の
豚
汁
が

振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
部
門
の
入
賞
及
び
区
間
ラ
ッ

プ
賞
は
次
の
と
お
り
で
す
。

総
合
順
位

○
一
般
の
部

〈
第
１
位
〉せ
い
れ
ん
Ａ

〈
第
２
位
〉消
防
署
Ｂ

〈
第
３
位
〉消
防
署
Ａ

○
中
学
校
男
子
の
部

〈
第
１
位
〉陸
上
部
Ａ

〈
第
２
位
〉野
球
部
Ｃ

〈
第
３
位
〉バ
ス
ケ
部
Ｂ

○
中
学
校
女
子
の
部

〈
第
１
位
〉バ
ス
ケ
部
Ｃ

〈
第
２
位
〉陸
上
部
Ｂ

〈
第
３
位
〉陸
上
部
Ａ

○
小
学
校
男
子
の
部

〈
第
１
位
〉野
球
部
Ｈ

〈
第
２
位
〉野
球
部
Ａ

〈
第
３
位
〉野
球
部
Ｇ

○
小
学
校
女
子
の
部

〈
第
１
位
〉ミ
ニ
バ
ス
Ｂ

〈
第
２
位
〉ミ
ニ
バ
ス
Ｃ

〈
第
３
位
〉ミ
ニ
バ
ス
Ａ

区
間
ラ
ッ
プ
賞

○
一
般
の
部

第
１
区　

木
村　

哲
也［
７
分
36
秒
］

第
２
区　

五
十
地　

勉［
７
分
35
秒
］

第
３
区　

杉
沢　
　

諒［
６
分
20
秒
］

第
４
区　

井
上　

亮
史［
７
分
29
秒
］

第
５
区　

金
丸　

富
男［
６
分
43
秒
］

○
中
学
校
男
子
の
部

第
１
区　

畠
山　

莉
央［
７
分
18
秒
］

第
２
区　

木
村　

優
大［
７
分
３
秒
］

第
３
区　

菅
原　

伊
織［
７
分
28
秒
］

第
４
区　

安
保　

竜
矢［
７
分
55
秒
］

第
５
区　

高
橋　

椋
一［
７
分
26
秒
］

○
中
学
校
女
子
の
部

第
１
区　
佐
々
木
く
る
み［
７
分
53
秒
］

第
２
区　

花
岡　

真
衣［
８
分
４
秒
］

第
３
区　

木
村　

佳
乃［
８
分
47
秒
］

第
４
区　

窪
田　

有
優［
９
分
10
秒
］

第
５
区　

成
田　

美
菜［
８
分
３
秒
］

○
小
学
校
男
子
の
部

第
１
区　

澤
田　

雅
文［
８
分
25
秒
］

第
２
区　

澤
田　

七
世［
８
分
58
秒
］

第
３
区　

亀
田　
　

基［
９
分
29
秒
］

第
４
区　

安
保　

敦
輝［
10
分
０
秒
］

第
５
区　

熊
谷　

夏
輝［
10
秒
28
秒
］

○
小
学
校
女
子
の
部

第
１
区　

本
田　

千
佳［
７
分
55
秒
］

第
２
区　

木
村　
　

碧［
８
分
23
秒
］

第
３
区　

古
川　

陽
菜［
９
分
３
秒
］

第
４
区　

福
嶋
由
宇
希［
９
分
28
秒
］

第
５
区　

藤
田　

葉
月［
10
分
22
秒
］

　10月５日（土）、第43回小坂町駅伝競走大会とあわせて「ちびっこマラソン大会」が開催され、小学校１～３
年生までの24人が参加しました。大会は陸上競技場から中央公園をまわり陸上競技場に戻ってくるというコ
ースで行われ、晴天のもと、ちびっ子たちは元気いっぱいに走りました。



生涯学習だより 交流センター「セパーム」・小坂公民館(☎29−2069）
川上公民館(☎29−2₃44）　七滝公民館(☎29−₃4₁₁）
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︾

会場を盛り上げ
てくれました。
　発表・体験コー
ナーでは、３Ｂ
体操の発表・体
験や、「あゆみ学
級」によるフラ
ワーアレンジメ
ントなど、子ど
もも大人も体験を楽しみました。
　また、まなびピア25周年を記念し、「桂三若落語会」
を開催、三若さんの巧みな語り口に会場は大いに沸い
ていました。
　喫茶コーナーでは、コーヒーを味わったり休憩を
したり、たくさんの方に来場していただきました。

　まなびピアは、生涯学習活動の総合的な交流と発
表の場として、今年で25回目の開催となります。今
年は、初めて小坂小の学習発表会と小坂中の坂中祭
と同日開催し、三日間にわたり個人や団体の作品展
示や活動発表などを通じて、学習の成果を披露しま
した。
　展示コーナーでは、写真、手芸、陶芸、工芸など
の様々な分野の
500点を超える作
品が出品された
ほか、小坂高校
コーナーでは、
生徒が作成した
ホバークラフト
やゲームなどで

　

野
球
場
等
屋
外
体
育
施
設

に
つ
い
て
、
今
年
度
も
た
く

さ
ん
の
ご
利
用
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

次
の
施
設
に
つ
い
て
、
来

年
４
月
ま
で
冬
季
休
業
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
陸
上
競
技
場
の
ト

ラ
ッ
ク
は
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
で
あ
れ
ば

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先　

セ
パ
ー
ム

　　　［男子の部］
第１位　成田　道雄（小坂町）
第２位　細越　健一（小坂町）
第３位　佐々木和夫（八幡平市）
第４位　門馬　幸男（大館市）
第５位　米川　重修（大館市）
第６位　和田　弘幸（小坂町）
第７位　庄司　時二（大館市）
第８位　関　　　勉（小坂町）
第９位　伊藤　　保（大館市）
第10位　川田重三郎（小坂町）

　　　［女子の部］
第１位　田中タマ子（小坂町）
第２位　細越　慶子（小坂町）
第３位　細越　リサ（小坂町）
第４位　菅原伊真子（小坂町）
第５位　高橋　憲子（小坂町）
第６位　赤坂　　利（鹿角市）

　［ホールインワン賞］

　10月19日（土）、みんなの運動公園小坂町
パークゴルフ場において町長杯パークゴル
フ大会が開催されました。
　当日は、晴天に恵まれ絶好のパークゴルフ
日和となり、岩手県・青森県からの参加者を
含む63人の愛好者で熱戦が繰り広げられま
した。
　愛好者のみなさんは、町長杯終了後も元気
にパークゴルフを楽しんでいました。

　９月18日、セパームのゴミ回収場所に家庭用ガ
スボンベが中のガスを抜かない状態で、20本程
度捨てられていました。町民の方の通報で発見し
ましたが、そのまま回収されていれば大惨事とな
るところでした。ゴミの集
積場所は各自治会で決めら
れています。家庭ゴミは定
められた場所に、定められ
た方法で出しましょう。

工藤利光（小坂町）、村松博（小
坂町）、門馬幸男（大館市）、
和田正作（小坂町）、長崎明男
（鹿角市）、小藪清美（小坂町）
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郷土館友の会主催郷土館友の会主催

〈開催日時〉
　11月16日（土）　10：30～
〈対　　象〉
　幼児から小学校低学年、
　保護者
　※自由参加・無料

　郷土館友の会主催の移動研修が10月20日に行わ
れました。
　今年は、秋田市の古民家見学や藤田嗣治の大作
「秋田の行事」を満喫しながら、文化が地域に活力と
なっていることを感じてきました。

「友の会は楽しいですよ。見たり聞いたりしながら、
新しいことを知るとまた興味湧くものなあ…」

●
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
実
施

　

９
月
17
日
、
今
年
度
２
回
目
の

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
を
、
校
地
内
、

学
校
バ
ス
停
か
ら
秋
北
バ
ス
操
車

場
ま
で
行
い
ま
し
た
。

●
競
歩
大
会

　

９
月
21
日
、
清
々
し
い
秋
晴
れ

の
も
と
競
歩
大
会
が
行
わ
れ
、
男

子
１
０
５
名
、
女
子
43
名
が
無
事

完
走
し
完
歩
率
１
０
０
％
と
な
り

ま
し
た
。
沿
道
か
ら
の
ご
声
援
等
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
「
元
気
フ
ェ
ス
タ
」「
ま
な
び
ピ

ア
」に
出
展
し
ま
し
た
！

　

９
月
15
日
に
鹿
角
市
産
業
祭
、
10

月
14
日
に
小
坂
町
生
涯
学
習
の
つ
ど

い
に
、
電
気
部
と
機
械
工
作
部
が
製

作
し
た
レ
ー
ル
バ
イ
ク
や
ク
レ
ー
ン

キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
、
環
境
技
術
科
の
実

習
作
品
等
を
出
展
し
ま
し
た
。「
ま
な

び
ピ
ア
」
で
は
セ
パ
ー
ム
ア
リ
ー
ナ

を
会
場
に
、
多
く
の
小
学
生
に
製
作

体
験
を
し
て
も
ら
い
、
好
評
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
大
会
秋
田
県

予
選

　

全
国
高
等
学
校
ロ
ボ
ッ
ト
競
技

大
会（
愛
知
県
開
催
）の
秋
田
県
予

選
大
会
が
、
10
月
６
日
に
由
利
本

荘
市
で
開
催
さ
れ
、
電
気
部
と
機

械
工
作
部
の
ロ
ボ
ッ
ト
各
１
台
が

出
場
し
ま
し
た
。
14
台
が
参
加
し

た
予
選
大
会
で
は
多
く
の
有
力
校

が
出
場
す
る
中
、
電
気
部
が
２
位
、

機
械
工
作
部
が
３
位
と
大
健
闘
を

み
せ
ま
し
た
。
第
２
位
と
な
っ
た

電
気
部
は
11
月
に
開
催
さ
れ
る
全

国
大
会
へ
駒
を
進
め
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

　

一
昨
年
ま
で
５
年
連
続
で
出
場

し
て
い
た
全
国
大
会
、
昨
年
は
残

念
な
が
ら
出
場
が
叶
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
全
国
大
会
で
は
、
悔
し
さ

を
バ
ネ
に
一
年
間
頑
張
っ
て
き
た

生
徒
達
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

着図書 ※（　）の中の数字は分類番号です

※「小坂町ホームページ」で当館の蔵書検索ができます

新
小説・エッセイ
■祈りの幕が下りる時／東野圭吾（913）
■海と月の迷路／大沢在昌（913）
■タイド／鈴木光司（913）

実用書
■お母さんのためのワクチン接種ガイド（493）
■フラワーリース・デザイン図鑑300（627）
■究極の現役ナローゲージ鉄道（686）
■わたしの手づくり保存食百科（686）
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−身近な話題をお知らせください。

　10月11日から全国地域安全運動が始まり、初日となっ
た同日、鹿角警察署において秋田県防犯功労者表彰の伝
達式が行われました。
　この賞は長年にわたる地域安全活動により、安心のま
ちづくりに寄与したことが評価された方に賞されるもの
で、小坂町からは、大森富男さん（さくらんぼ団地）、宮
信さん（休平）が受賞されました。
　また、去る９月12日には町内の防犯活動に貢献のあっ
た町防犯功労者表彰が行われ、次の方々が受賞しました。
【功労者表彰】中村吉夫さん（濁川）安保進さん（万谷）
【優良防犯団体】十和田プリンスホテル
　　　　　　　かづの農業協同組合小坂支所

大森富男さん、宮　信さんが県防犯功労者表彰受賞

平成25年度防犯功労者表彰
秋田の新名物へ「桃豚ぶたんぽ」に期待

県特産品開発コンクール県知事賞受賞
　第33回秋田県特産品開発コンクールで「ポークランド
グル－プ」が開発した地産地消ファーストフード「桃豚
ぶたんぽ」が見事に秋田県知事賞（優秀賞）を受賞いたし
ました。今年度は加工品部門に県内56社から98点の応
募があり、初出品での受賞という快挙となりました。
　我が町が誇る銘柄豚「十和田湖高原ポーク桃豚」を筆
頭に「秋田米」と白神山地の恵み「塩もろみ」を組み合わ
せ、秋田にこだわった和のファーストフードという取
り組みが高評価を受けました。
　各地のイベントにもオリジナルのキッチンカー「ぶ
たんぽ号」で積極的に出店しており、秋田の新名物とし
て今後に期待が寄せられています。

　10月15日、人権擁護委員として長年に渡り人権
の擁護活動や人権思想の普及に尽力されてきた小笠
原修三さん（藤倉団地）が10月１日で同委員を退任
されたことを受け、法務大臣からの感謝状が秋田地
方法務局三浦達也大館支局長より授与されました。
　小笠原さんは平成13年から４期12年と３か月の
間、人権擁護委員として街頭啓発活動や町民の人権
相談などに取り組まれるなど、多年に渡り活動され
ました。
　なお、10月１日から木村安子さん（砂子沢）が人
権擁護委員に委嘱されました。

小笠原修三さんが人権擁護委員として長年にわたり尽力

法務大臣からの感謝状を授与
　10月28日、藤田タケヨさん（藤倉団地）が満百歳
の誕生日を迎え、町長から顕彰状が贈呈され長寿を
お祝いしました。
　藤田さんは、大正２年10月28日に大谷地に生ま
れ、17歳で小坂鉱山に就職しました。22歳で結婚、
32歳のとき夫の喜一さんが38歳の若さで亡くなっ
てからは、女手ひとつで２人の子供を育てあげまし
た。55歳で鉱山を定年退職後は、温泉や旅行など
余暇を楽しんだそうです。
　耳が遠くなったため藤田さんに筆談でお祝いのこ
とを伝えると、元気な声で「どうもありがとうござ
います」と笑顔で応えました。

元気に笑顔で「どうもありがとうございます」

藤田タケヨさんの満百歳を祝う
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ゲームという、世界共有文化
　今の時代はすごいと思いませんか？インターネット
のお陰で世界中の様々な人と簡単に知り合うことが
でき、世界中の壁がなくなってきています。それは世
界中の文化がひとつになっているというわけではなく
て、様々な文化を共有することになっていると思いま
す。その文化共有の軸の一つはゲームだと思います。
　先月体育の日、小坂町国際交流協会主催のＪＩＣＡ
の研修員も参加したユニカール大会が開かれましたが、
ユニカールとは北欧のスウェーデンで開発されたカー
リングをもとにしたゲームです。ちなみにカーリング
は元々英国のスコットランドが発祥だそうです。アメ
リカでは聞いたことはなかったのですが、日本では最
近人気らしいですね。一方で、元々中国から来た麻雀
の日本式バージョンこと「リーチ麻雀」は欧州では人気
で、17 ヶ国も参加するヨーロッパ麻雀協会もあります。
　ゲームの仕方によって、インターネットでできる
ゲームも多いです。麻雀や囲碁や将棋など、チェスや

トランプ系のゲームなど無料で他の国の人とも簡単に
遊べます。私の場合、昔からインターネットでヨーロッ
パの人たちや日本人とも麻雀を打っています。是非、
皆さんもやってみて下さい。そして、色々な他の国の
ゲームも是非、試してみて下さい。
　同じゲームをするとそのゲーム自体を越えるものも
共有できます。ゲームを通じて仲間を見つけることが
できます。ゲームで同じような経験や思い出があった
らそれだけで全く知らない人とでも楽しい会話ができ
るでしょう。

きらめない」というチャレンジ精神と忍耐力は、20歳
の頃にフイリピンで経験した捕虜生活も影響してい
るのかもしれません。
　「まだまだ続けてほしい」という声に押され、88歳
で素材を蒸す機械、90歳で圧力機械を新しく整備し
ました。春、夏、秋と忙しい季節は一生懸命に、冬は
鋭気を養い、気張らずに夫婦二人三脚で長井缶詰店・
氷店を続けています。
　今でもキノコや山菜を持ってきて「これ食べられ
るかおじいちゃんに聞いて」と訪ねて来る人も多く、
山菜愛好家の間では知らない人はいないほどです。
　小食で細身の身体ながら大病したこともなく、頼
りにされているかぎりは続けたい！と、がんばって
います。

　前回に引き続きの第二弾は、小坂鉱山古館、長井缶
詰店のご主人「長井三郎」さんをご紹介します。
　大正11年２月生まれで満91歳になる長井さん。今
が旬の「キノコ」の缶詰加工に忙しい毎日を送ってい
ます。
　５月から６月はタケノコの缶詰づくり、夏はかき
氷店を営み、秋はキノコの缶詰づくりと11月頃まで
忙しく働いています。
　若い頃から身体を動かすのが好きで、オートバイ、
釣り、山歩きと多趣味です。もともとは自分で採った
山菜処理のために缶詰づくりを始めたそうですが、
知人からも頼まれるようになり、「本格的に缶詰店を
始めて気がつけばもう40年。おかげで自分の山歩き
はできなくなってしまった。」と苦笑いする長井さ
ん。若い頃は体力にまかせて、繁忙期は作業が早朝か
ら深夜に及ぶこともあったそうですが、今は朝８時
から夕方５時30分まで営業しています。「妻がいなけ
ればとても続けてはこれなかった。妻にはとても感
謝している。」と長井さんは語ります。
　戦後、生家の菓子店でお菓子づくりをしていまし
たが、当時珍しかったアイスキャンディ作りに挑戦
したことが、今のかき氷店につながっています。「誰
もやっていないことをやりたい」、「思ったことはあ

　アメリカでは今月は"National Novel Writing 
Month"（全国小説執筆月）です。正式な小説でな
くても、短編小説、短歌、俳句などに挑戦してみ
ましょう！

▲ＪＩＣＡ研修員のみなさんとの交流
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　「健康のつどい」の季節がやってきました。
　健やかに幸せに歳を重ねていくためには…明るく、前向きに、毎日を過ごしていきたいもの
です。
　元気の“わ”！いっしょに、笑ってつくりましょう。どうぞ皆さんおそろいでご参加ください。

　自分の身体を知るこ
とで、これからの健康
づくりにきっと役立ち
ます。

主催：小坂町保健センター・小坂町国民健康保険・小坂町地域包括支援センター／お問い合わせ先　℡２９－２４００

体脂肪、骨密度測定、足指筋力測定

◆開催時間
　　　10:30～13:00

　４歳児むし歯の
ない子とその保護
者、また保健協力
員への感謝状贈呈
を行います。

◆開催時間　13:20～13:40

　「減塩・野菜たっぷり」の料理メニュー
紹介、パネル紹介など

◆開催時間　12:10～13:00

【講師】オリジナルスマイル研究所
　　　　代表　小山田聖子　氏

　笑いヨガ・笑いの「輪・
和・話」を体験してみませ
んか？晩秋の候、ほんわ
か、あったか気分になり
たい方、ぜひどうぞ！

　平成25年度の小坂町の献血が終了しまし
た。今年度も町内外の多くの方からご協力
をいただき、誠にありがとうございました。

　来年度も献血車を
見かけた際には、ご協
力をよろしくお願い
いたします。

◆開催時間　13:50～15:00

●こころの健康づくりコーナー

●減塩と野菜を食べよう
　（七滝地区食生活
　　改善推進協議会）

●国保コーナー

試食コーナー（七滝地区食生活改善推進員）

表彰式（むし歯のない子と保護者等）

パネル展示

講話・体験 カラダとココロの元気は笑顔から
～笑いヨガ入門～

平成25年度 献血目標達成率115％

ご協力ありがとうございました
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……年末調整や確定申告まで大切に保管してください……

◆控除証明書専用ダイヤル（平成26年３月31日まで）
　フリーダイヤル0570（070）117、IP電話等の方は℡03（6700）1130へ

　国民年金保険料は、所得税及び住民税の申告において全額が社会保険料控除の対象となります。その年
の１月１日から12月31日までに納付した保険料が対象です。
　この社会保険料控除を受けるためには、納付したことを証明する書類の添付が義務づけられています。
このため、１月１日から９月30日までの間に国民年金保険料を納付された方については、「社会保険料（国
民年金保険料）控除証明書」が11月上旬に日本年金機構から送付されますので、年末調整や確定申告の際に
は必ずこの証明書（または領収書）を添付してください。
　また、10月１日から12月31日までの間に今年はじめて国民年金保険料を納付された方については、来年
２月上旬に送付されます。
　なお、ご家族の国民年金保険料を納付された場合も、ご本人の社会保険料控除に加えることができます
ので、ご家族あてに送られた控除証明書を添付のうえ申告してください。
　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」についてのご照会は、下記の専用ダイヤル（控除証明書に表
示されています）へお問い合わせください。

総務課総務管財班（TEL29－3901）お問い合わせ先

ＱＲコードで簡単アクセス

　携帯電話、パソコンから下記のアドレスへ「空の
メール」を送信すると登録用メールが届きます。受
信したそのメールを開き、お住まいの地域と配信を
希望する情報を選択、登録ボタンを押せば完了です。
※メール受信にかかるパケット通信
料は、登録者の負担となります。
※メールの受信制限・拒否設定等
をしている方は、下記アドレスか
らのメールを受信できるように
再設定してください。
登 録 先
アドレス

　気象警報・地震情報等の防災情報、火災情報、その他
町のイベント情報等を、携帯電話やパソコンへメール
配信しています。どなたでも無料で登録できますので
ご利用ください。
［登録者全員に配信］
　□防災・国民保護に関する情報（地震情報等）
［希望選択により配信］
　□気象情報　□火災・事故情報　□防犯情報
　□農林関係情報　□学校情報
　□町のイベント情報・お知らせ

　応急手当の専門知識と技術を身につけ職場や住民
に広く応急手当の必要性と技術を普及させるために
活動していただく人材を育成するため、下記のとお
り講習会を実施します。

　対 象 者　18歳以上で小坂町・鹿角市在住、在勤者
　日　　時　12月４日㈬・５日㈭・６日㈮
　　　　　　午前８時30分～午後５時30分
　定　　員　18人
　会　　場　鹿角市山村開発センター
　受 講 料　受講に際しテキスト（4,800円）が必要に

なります。詳細は申込みの際にお伝え
します。

　締　　切　11月24日㈰　定員になりしだい締切
　申込み方法　電話受付
　講　　師　鹿角広域行政組合消防署　救急救命士他
　内　　容　心肺蘇生法・ＡＥＤの取扱い方法・そ

の他救命に必要な応急手当の指導方法

◆申込み・お問い合わせ先
　鹿角広域行政組合消防署　救急班（℡23－5601）
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お
知
ら
せ

　

子
供
の
人
権
問
題（
い
じ
め
、
虐

待
等
）、
隣
近
所
と
の
問
題
、
そ
の

他
困
り
ご
と
や
心
配
ご
と
等
に
つ
い

て
の
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

12
月
４
日（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

◆
場
所　

福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
ゆ
ー
と
り
あ
）

【
人
権
擁
護
委
員
】

中
村　

容
子（
TEL�

29
︱
３
３
４
８
）

村
木
あ
つ
子（
TEL�

29
︱
４
６
７
９
）

工
藤　

哲
雄（
TEL�

29
︱
２
３
４
０
）

木
村　

安
子（
TEL�

29
︱
４
３
１
２
）

◆
個
人
事
業
税（
２
期
）の
納
期
限
は

12
月
２
日（
月
）で
す

　

忘
れ
ず
に
最
寄
り
の
金
融
機
関
で

納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
口
座

振
替
を
し
て
い
る
方
は
預
金
残
高
の

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
個
人
事
業
税
の
納
税
も
ぜ
ひ
口
座

振
替
で
！

　

公
共
料
金
の
支
払
と
同
じ
よ
う

に
、
個
人
事
業
税
も
口
座
振
替
に
し

ま
せ
ん
か
。
わ
ざ
わ
ざ
金
融
機
関
へ

お
出
か
け
に
な
る
手
間
が
省
け
て
、

安
全
、
確
実
で
す
。

　

県
内
の
銀
行
、
信
用
金
庫
、
労
働

金
庫
、
信
用
組
合
、
農
協
な
ど
の
口

座
で
あ
れ
ば
利
用
で
き
ま
す
。

※
秋
田
銀
行
及
び
北
都
銀
行
は
、
県

外
の
支
店
も
利
用
で
き
ま
す
。（
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

秋
田
県
総
合
県
税
事
務
所

鹿
角
支
所（
TEL�

23
︱
２
３
２
８
）

　

個
人
の
白
色
申
告
者
の
う
ち
前
々

年
分
あ
る
い
は
前
年
分
の
事
業
所

得
、
不
動
産
所
得
又
は
山
林
所
得
の

合
計
額
が
３
０
０
万
円
を
超
え
る
方

に
必
要
と
さ
れ
て
い
た
記
帳
と
帳
簿

書
類
の
保
存
が
、
平
成
26
年
１
月
か

ら
は
、
こ
れ
ら
の
所
得
を
生
ず
べ
き

業
務
を
行
う
全
て
の
方（
所
得
税
及

び
復
興
特
別
所
得
税
の
申
告
の
必
要

が
な
い
方
を
含
み
ま
す
。）に
つ
い
て

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
や

記
帳
の
内
容
の
詳
細
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.nta.
go.jp

）に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

大
館
税
務
署

（
TEL
０
１
８
６
︱
42
︱
０
６
７
１
）

　

林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た
も

の
の
、
退
職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て

い
な
い
方
を
探
し
て
い
ま
す
。

　

以
前
、林
業
の
仕
事
を
し
て
い
て
、

ご
自
身
が
林
退
共
に
加
入
し
て
い
た

か
分
か
ら
な
い
方
に
つ
い
て
も
お
調

べ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
罹
災
さ
れ
た
共
済
契
約
者

及
び
被
共
済
者
の
皆
さ
ま
に
対
し

て
、
各
種
手
続
の
必
要
が
生
じ
た
場

合
は
で
き
う
る
限
り
の
範
囲
に
お
い

て
速
や
か
に
対
応
し
ま
す
の
で
、
最

寄
り
の
支
部
ま
た
は
本
部
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

（
TEL�

03
︱
６
７
３
１
︱
２
８
８
７
）

　

来
年
度
検
察
審
査
員
候
補
者
に
選

ば
れ
た
方（
有
権
者
の
中
か
ら
ク
ジ

で
選
ば
れ
ま
す
）に
は
、
11
月
に
通

知
書
が
届
き
ま
す
。検
察
審
査
会
は
、

検
察
官
の
不
起
訴
処
分
の
善
し
悪
し

を
審
査
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

大
館
検
察
審
査
会
事
務
局

（
TEL
０
１
８
６
︱
42
︱
０
０
７
１
）

　

夫
婦
間
の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
行

為
な
ど
、
女
性
を
め
ぐ
る
様
々
な
人

権
問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
の
取
組

み
強
化
の
た
め
、
次
の
日
程
で
電
話

人
権
困
り
ご
と
無
料
相
談

県
税
か
ら
の
お
知
ら
せ

情
報

町民課生活環境班（TEL29－2400）
観光産業課観光商工班（TEL29－3908）

お 問 い
合わせ先

■全面閉鎖［11月中旬～］
　中央公園トイレ
　チャイムクリーン（野球場バックネット裏）
　発荷峠トイレ・発荷峠第２駐車場トイレ
　大川岱園地第１・２公衆トイレ

■全面閉鎖［12月1日～］
　国際交流広場トイレ

■冬期間開放するトイレ
　和井内公衆トイレ
　樹海クリーン（２号スキー場）
　マイクリーン［男性側］（ゆーとりあ向かい）
　スマイルクリーン（郷土館前）

記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
の

対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
す

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

検
察
審
査
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

林
業
退
職
金
共
済（
林
退
共
）

か
ら
の
お
知
ら
せ

10月分 町長交際費をお知らせします
【計7件　48,000円】

香典　１件

十和田高等学校創立70周年記念式祝賀会

ファー夢かづの農業施設竣工式祝賀会

国際ロータリークラブ2540地区大会懇親会

鹿角地域市町村議会議員連絡協議会
　　　　　　　　　　　　　　交流会

全国環境整備事業協同組合連合会
　　　　　　　　　　全国大会懇親会

小坂町七夕振興会懇親会

5,000円

5,000円

10,000円

10,000円

5,000円

10,000円

3,000円
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お
知
ら
せ

相
談
を
実
施
し
ま
す
。

◆
実
施
期
間

　

11
月
18
日（
月
）～
24
日（
日
）

◆
相
談
時
間

・
11
月
18
日（
月
）～
22
日（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

・
11
月
23
日（
土
）～
24
日（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

◆
専
用
相
談
電
話

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

（
TEL
０
５
７
０
︱
０
７
０
︱
８
１
０
）

※
相
談
担
当
は
人
権
擁
護
委
員
及
び

法
務
局
職
員
で
す
。

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

秋
田
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

（
TEL
０
１
８
︱
８
６
２
︱
１
４
４
３
）

　

日
本
画
家
平
福
百
穗
が
横
手
で
没

し
て
八
十
年
と
な
り
ま
し
た
。
長
い

年
月
を
経
て
も
な
お
、
百
穗
は
秋
田

を
代
表
す
る
日
本
画
家
と
し
て
知
ら

れ
近
代
日
本
画
壇
に
お
け
る
評
価
も

変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
平
福

百
穗
の
画
業
を
当
館
珠
玉
の
名
品
で

た
ど
り
ま
す
。

◆
開
催
期
間　

11
月
16
日（
土
）～
平

成
26
年
２
月
２
日（
日
）

◆
開
館
時
間

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

◆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク　

学
芸
員

に
よ
る
作
品
解
説　

11
月
17
日

（
日
）・
12
月
８
日（
日
）／
午
後
２

時
～
（
５
Ｆ
展
示
室
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

秋
田
県
立
美
術
館

（
TEL
０
１
８
２
︱
33
︱
８
８
５
５
）

◆
奨
学
金
の
種
類　

専
修
学
校
入
学

一
時
金

◆
応
募
資
格

　

①
秋
田
県
出
身
者

　

②
平
成
26
年
４
月
に
専
修
学
校
専

門
課
程
に
進
学
予
定

　

③
平
成
26
年
３
月
に
高
校
等
卒
業

予
定
ま
た
は
卒
業
後
１
年
以
内
、

高
卒
認
定
者
は
中
学
校
卒
業
後

４
年
以
内
の
者
で
あ
る
こ
と

　

④
こ
れ
ま
で
に
本
会
の
奨
学
金
の

貸
与
を
受
け
て
い
な
い

　

⑤
勉
学
意
欲
が
あ
り
な
が
ら
学
資

の
支
弁
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る

　

※
①
～
⑤
の
要
件
満
た
す
こ
と

　

※
父
母
の
特
別
控
除
後
の
認
定

所
得
金
額
が
１
０
０
万
円
以

下
で
あ
る
こ
と
。
な
お
、
認
定

所
得
金
額
は
税
法
上
の
所
得

と
は
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は

本
会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
間

　

11
月
13
日（
水
）～
12
月
６
日（
金
）

◆
募
集
人
員　

30
名
程
度

◆
貸
与
金
額
等　

　

①
貸
与
額　

30
万
円

　

②
貸
与
時
期

　
　

平
成
26
年
１
月
中
旬
～
３
月

　

③
貸
与
方
法　

一
括
で
奨
学
生
本

人
の
預
金
口
座
へ
振
り
込
み

◆
返
還

　

①
返
還
期
間　

正
規
の
最
短
終
業

年
限
終
了
後
３
年（
無
利
子
）

　

②
変
換
方
法　

半
年
賦

◆
採
用
内
定
通
知　

12
月
20
日
頃

◆
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

公
益
財
団
法
人
秋
田
県
育
英
会

（
TEL
０
１
８
︱
８
６
７
︱
２
３
１
１
）

◆
日
時　

11
月
30
日（
土
）午
前
９
時

◆
会
場　

セ
パ
ー
ム

◆
参
加
資
格　

原
則
、
町
民
又
は
町

内
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
方
。

◆
参
加
料　
１
，０
０
０
円（
１
チ
ー
ム
）

◆
申
込
期
限　

11
月
22
日（
金
）

◆
申
込
先　

各
公
民
館

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

大
会
実
施
委
員
会
事
務
局

（
セ
パ
ー
ム
内　

TEL�

29
︱
２
０
６
９
）

◆
日
時　

12
月
23
日（
月
）午
前
10
時

＊ 

お
・
め
・
で
・
た
＊

〈
中
小
坂
〉

　
工
藤　

諒
り
ょ
う

翔が

（
父
・
渉
、
母
・
千
明
）

＊
お
・
く
・
や
・
み
＊

〈
道
作
〉　　
　
　
　

中
澤　

ウ
メ

〈
栗
平
〉　　
　
　
　

菅
原
喜
代
子

〈
余
路
米
〉　　
　
　

松
山　

清
実

〈
濁
川
〉　　
　
　
　

中
村
ハ
ル
ヱ

※『
慶
弔
だ
よ
り
』へ
の
掲
載
を
希

望
さ
れ
な
い
場
合
は
、
届
出
の

際
に
窓
口
へ
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

（
10
月
受
付
分
・
敬
称
略
）

第
２
回
ア
カ
シ
ア
ス
プ
リ
ン
ト

大
会
参
加
者
募
集

◆
会
場　

小
坂
町
記
念
競
技
場

◆
競
技
種
目　

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

ス
プ
リ
ン
ト
レ
ー
ス

　

①
小
学
校
低
学
年

　
　

１
５
０
ｍ
ク
ラ
シ
カ
ル

　

②
小
学
校
高
学
年

　
　

５
０
０
ｍ
ク
ラ
シ
カ
ル

　

③
中
学
校

　
　

８
０
０
ｍ
ク
ラ
シ
カ
ル

◆
参
加
料　

１
，０
０
０
円

◆
申
込
期
限　

12
月
６
日（
金
）

◆
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
先

大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

（
セ
パ
ー
ム
内　

TEL�

29
︱
２
０
６
９
）

◆
検
査
日
＝
10
月
８
日

　

①
七
滝
保
育
所（
キ
ャ
ベ
ツ
）

　

②
小
坂
マ
リ
ア
園（
も
や
し
）

◆
検
査
結
果　

→　

す
べ
て
不
検
出

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

①
・
②
町
民
課
町
民
福
祉
班

（
TEL�

29
︱
２
４
０
０
）

保
育
所
給
食
食
材
の

「
放
射
性
物
質
等
検
査
結
果
」を

お
知
ら
せ
し
ま
す

　　採取場所
グリーンフィル小坂
大谷地川末端
小坂川下流

試料名
処理水
河川水
河川水

ヨウ素 セシウム134 セシウム137

採　　取　　日
測　定　期　間

平成25年10月18日
10月22日から10月28日

（単位：ベクレル／リットル）

検出下限値未満の
ため不検出

平
成
26
年
度
専
修
学
校
入
学

一
時
金
募
集

秋
田
県
立
美
術
館

没
後
80
年
平
福
百
穗
展

募
集

第
15
回
ユ
ニ
カ
ー
ル
大
会

参
加
者
募
集
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お
知
ら
せ

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

注：在宅当番医は、平日は午後５時から
８時まで、日曜祝日は午前９時から
午後８時までです。

町の人口・世帯数
11月１日現在の住民基本台帳より
（　　）内は前月比

人　口

男

女

世帯数

5,806人

2,702人

3,104人

2,562世帯

（－11人）

（± 0人）

（－11人）

（－ 2世帯）

※面会の予約はできません。当日受付のみとなります。
※１人あたりの面会時間の上限を30分とさせていただきます。

月　日 行　　事　　名 在宅当番医 月　日 行　　事　　名 在宅当番医

【古紙類】
第20回チャリティーショー（康楽館）
旧工藤家中小路の館冬季休館（～３月31日）

全町個人戦秋季囲碁将棋大会
康楽館特撰寄席「桂文珍・柳家三三　二人会」
全町職域・レディースバレーボール大会

２か月児・２歳児育児相談（ゆーとりあ）
（図書館・郷土館休館日）
【生ごみ（中央地区）】

ノーメディアチャレンジ週間（～22日）
（図書館・郷土館休館日）
【生ごみ（中央地区）】

康楽館常打芝居「劇団要」公演（～23日）
【可燃ごみ】

行政相談日（七滝公民館）
【可燃ごみ】

特設人権相談所開設（ゆーとりあ）

市日健康相談
【生ごみ（中央地区）】

【生ごみ（中央地区）】 【可燃ごみ】
〈小雪〉
マリア園ありがとう訪問
【可燃ごみ】

〈大雪〉
【古紙類】

《勤労感謝の日》
【不燃物（Ｂ地区）・ペットボトル】

早乙女清次郎10周年チャンピオン大会（康楽館）

（図書館・郷土館休館日）
【生ごみ（中央地区）】

（図書館・郷土館休館日）
【生ごみ（中央地区）】

心配ごと相談日（だんらん）
【可燃ごみ】

ゆとりの日
【びん、缶等資源類】

ゆとりの日
【びん、缶等資源類】

七滝保育所施設開放日
乳児健診（ゆーとりあ）
【生ごみ（中央地区）】

七滝保育所施設開放日
康楽館常打芝居「劇団誠流」千穐楽
【生ごみ（中央地区）】

わが家の味自慢（七滝）
【可燃ごみ】

康楽館休館日（～30日）
第21回健康のつどい（セパーム）
【可燃ごみ】

(土)
第15回小坂町ユニカール大会（セパーム）

(木)
（康楽館休演日）

【生ごみ（中央地区）】

子どものつどい（セパーム）
生活発表会（マリア園）
【不燃物（Ａ地区）・ペットボトル】

大湯リハビリ病院
☎37-3511

心配ごと相談日（だんらん）
【可燃ごみ】

長 橋 医 院
☎23-7612

福 永 医 院
☎35-3117

大湯リハビリ病院
☎37-3511

小笠原医院
☎35-2011
大 里 医 院
☎22-1251
なかのクリニック
☎22-7335
小坂町診療所
☎29-5500
笹村整形外科
☎30-0035
本 田 医 院
☎35-3002
かづの厚生病院
☎23-2111

大湯リハビリ病院
☎37-3511

鹿角中央病院
☎23-4131
福 永 医 院
☎35-3117

福 永 医 院
☎35-3117

大湯リハビリ病院
☎37-3511

大 里 医 院
☎22-1251

いけがみクリニック
☎30-0111

三ヶ田医院
☎31-1231
いけがみクリニック
☎30-0111
本 田 医 院
☎35-3002
小笠原医院
☎35-2011
笹村整形外科
☎30-0035

かづの厚生病院
☎23-2111
長 橋 医 院
☎23-7612

小坂町診療所
☎29-5500

長 橋 医 院
☎23-7612

大 里 医 院
☎22-1251
村 木 医 院
☎22-2055

小笠原医院
☎35-2011
笹村整形外科
☎30-0035
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　これまで整備してきた複合施設のプレオープンを兼ねた「小坂
鉄道まつり」を10月13日と14日に実施しました。あわせて募集し
ていた施設の名称が「小坂鉄道・レールパーク」に決まり、旧小坂
駅前で披露されました。また、機関車の展示やラッセル車の実演、
車両保管庫の見学ツアーなど、様々な企画も行いました。
　なお、「小坂鉄道・レールパーク」は、旧小坂駅構内から明治百年
通りを越え、旧古館駅跡地までの鉄道関連施設までを指します。

　新しい企画として、ディーゼル機関車の運転体験を始めまし
た。小坂鉄道の歴史学習や安全講習、操作訓練などを経て、機関
車の運転ができるようになります。講師には元小坂鉄道の運転士
を起用するなど本格的な運転体験です。今回は全国各地から応募
があり、抽選で選ばれた９名の方が緊張と感動の表情で運転に挑
戦しました。

　新しい企画の２つ目は、鉄道まつりの期間中、駅前に「食のエ
リア」を設け多くのお客様に小坂の食を提供しました。ホルモン
やあかしあドーナツなど小坂の特産品が出店ブースに並びまし
た。また10月号でも紹介した「かつらーめんＢｏｏ会」も参加
し、提供された「かつらーめん」は売り切れになるほど好評を博
しました。

鉄道関連体験施設のプレオープン　施設名称は「小坂鉄道・レールパーク」

ディーゼル機関車運転体験

旧小坂駅前食のエリア
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